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1．はじめに  圃場整備事業は，農業の生産性を向上さ

せる一方で，農村地域に生息する生物に対して負の影響

を及ぼす場合がある。2001年に改正された土地改良法で

は，土地改良事業においては環境との調和へ配慮するこ

とが実施原則として位置付けられた。一方で，水田など

の湿地環境に生息し，生活史の中で陸域と水域をともに

必要とするカエル類の多くの種では，圃場整備事業に加

えて，開発や耕作放棄による水田の消失などの影響を

受けて，各地で個体数が減少している。 

ナゴヤダルマガエル（Pelophylax porosus brevipodus）

（Fig. 1）は，生活場所や繁殖場所を水田やその周辺環境に強く依存している。このため，

本種は圃場整備等の影響を受けて各地で個体数が減少または地域絶滅しており，環境省

レッドリスト2020では絶滅危惧IB類に選定されている。本種は他のカエル類に比べ後肢

が短いため，跳躍力に乏しく，コンクリート水路に落下した個体は，高い壁面から跳躍で

脱出することが困難となる。渡部ら1)は，部分的にスロープを取り付けたベニヤ板製水路

（水路幅20 cm，水路長705 cm，水路壁高25 cm）を使用し，ナゴヤダルマガエルの基亜種

であるトウキョウダルマガエルを対象として，水路への落下時の行動特性を検討する室

内実験を行った。その結果，トウキョウダルマガエルでは低流速であっても一度の遊泳行

動で進む距離は短く，遊泳によって上流へ移動することは困難と考えられた。この実験結

果を踏まえると，ナゴヤダルマガエルについても同様に，コンクリート水路に落下して脱

出できなかった個体は上流側へ遊泳移動することができず，流水により流されるなどの

影響を受ける可能性があると予測される。しかしながら，本種の流速に対する耐性につい

ては不明である。そこで本研究では，本種の流

速耐性を明らかにすることを目的とし，障害物

のない開水路において，流速と水深が異なる条

件下で室内実験を行った。 

2．材料および方法  2024年7月～9月に，岡山

県倉敷市真備町の水田地帯で本種の成体（頭胴

長37 mm以上）35個体と幼体（頭胴長35 mm未

満）23個体の計58個体を捕獲し，室内実験に使

用した。実験条件は，流速を0，10，30，50 cm/s

の4段階，水深を2 cmと10 cmの2段階に設定し，

各条件で成体10個体，幼体5個体を用いた。 

Fig. 1 ナゴヤダルマガエル 

The Nagoya Daruma Pond Frog 

Fig. 2 実験に使用した開水路 

An open channel used in the experiment 
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2024年10月1日と2日に実施した室内実験では，通水

条件下の開水路（水路幅0.5 m，水路長8 m，水路壁高0.4

～0.6 m；Fig. 2）を使用し，水路最上流端から下流方向

2 mに静置地点を設け，静置地点から上流・下流方向に

各1 mの範囲に観察区間を設定した。供試個体は1個体

ずつ静置地点に置き，60秒間行動を観察した。3方向に

設置したカメラで動画撮影し，撮影した映像から，実験

開始後の供試個体の行動を確認した。供試個体の流下

状況は，頭部・体部の向きと遊泳・移動の方向が一致せ

ず，意図する行動を維持できなかったとみられた供試

個体を「流下個体」，頭部・体部の向きと遊泳・移動の

方向が一致し，意図する行動を維持できたとみられた

供試個体を「非流下個体」と定義した（Fig. 3）。 

供試個体の流下状況に影響を及ぼす要因を検討する

ため，目的変数を供試個体の流下・非流下個体，説明変

数を流水の流速，水深，供試個体の頭胴長とし，一般化

線形モデルによるロジスティック回帰分析を行った。 

3．結果および考察  実験の結果，流速30 cm/sと

50 cm/sの条件下で，流下個体が計23個体確認された

（Fig. 4）。解析の結果，流速が大きいほど供試個体

の流下確率は高くなる傾向がみられた。また，大型

個体ほど流下確率が低かった。

水深と流下確率の間には，有意

な関係は認められなかった。以

上から，ナゴヤダルマガエルが

流水の影響を受け始める流速

は10～30 cm/sの間に存在し，

流速が大きくなるほど，かつ小

型個体ほど流されやすいこと

が示唆された。 

コンクリート水路へ落下し

たカエル類を脱出させる対策

手法として，脱出工が提案され

ている2)。しかし，ナゴヤダルマガエルの保全手法として有効となる具体的な設置位置な

どは，これまでのところ未検討である。今後の研究では，本研究で得られた知見を踏まえ

て，脱出工の適切な設置位置等を検討する必要がある。 
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Fig. 3 供試個体の流下状況 

The response of the experimental 

individual to the water flow 

Fig. 4 実験条件別の流下個体数 

The number of experimental individuals that flowed down 

under each experimental condition 
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